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少し前になりますが、2014 年の 3月から 4月にかけての約 3週間、イギリスのオックスフォード大学
への大学院生派遣プログラムに参加する機会に恵まれました。短期間だったこともあり、長期の研究留
学とは異なった視点からではありますが、海外の学術・研究教育機関の環境や現地の人々の考え方を知
る良い機会になりましたので少しだけ報告させて頂きたいと思います。
イギリスのオックスフォード大学とケンブリッジ大学には、大学独自のシステムとしてカレッジ制と
呼ばれる制度があります。これは大学の学生と職員の多くが学部・学科以外にカレッジという寄宿舎の
ような施設に所属し、専攻・専門の異なる人々と共に生活するというものです。今回オックスフォード
大学のカレッジの一つに滞在し、その雰囲気を直に感じることが出来ました。近年、分野横断的な研究
の重要性が広く認知されていますが、前述の二大学ではカレッジ内の多様なバックグラウンドを持つ人
達の交流によってそうした学際的研究の種となるアイデア・議論が生まれやすい環境が歴史的にも古く
から育まれ、今に至るまで連綿と続いているのが印象的でした。
私が参加したプログラムは、京都大学のジョン万プログラムという海外派遣プログラムの中の一つで、
派遣期間中は学内の他の部科の学生との交流の機会にも恵まれました。研究者志望の学生のみならず、
多様な将来展望を持つ人達と交流することが出来ました。普段の研究室での研究環境はどうしても閉塞
的になりがちな様に感じるのですが、異なる価値観を持った多くの人と接触することで、異なる視点を
取り入れて自分の研究や価値観を客観的に見つめ直す機会にもなった様に思います。
最後になりましたが、プログラム参加に際してお世話になった国際交流センター国際学生交流課の
方々と、私の希望を聞き入れてプログラム参加をご了承下さった研究室の先生方に、この場を借りてお
礼申し上げます。
